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1 ．はじめに
東北大学初修中国語は，履修者が多く，初修外国語

全体の 4 割ほどを占めているが，教育の質のばらつき

が大きい，教育の質保証が困難という問題があり，教

育改革が求められている．一方，近年，ICT（情報通

信技術）を活用した効果的な教育が推進されており，

特にコロナ禍を契機にオンライン授業が一斉に展開さ

れ，教育DX（デジタルトランスフォーメーション）

は大きな潮流となっている．

これに対し，本学初修中国語教育では，ICTを活用

した教育への改革を目指し，令和 5 年度からオンデマ

ンド授業と対面授業を相互に組み合わせたブレン

ディッドラーニング（Blended Learning；以下BL）

をスタートさせる方針である．そのため，令和 4 年度

は，教材開発として，BL用教科書の改訂をはじめ，

オンデマンド授業動画の開発，定着練習用スマホアプ

リのリニューアルなどに取り組んでいる．本研究は，

改訂版教科書である『KOTOTOMO プラス（増課）』

の開発を課題とするもので，本稿では，その設計手法

について報告する．

さて，東北大学において，初修外国語は必修科目で，

このうち 1 年次向けの基礎初修語は週 2 コマ開講され

ている．基礎中国語の授業は，現在，主に 2 名の教員

がペアで担当しており，授業目的と授業概要は共通で

あるが，授業方法・教科書・授業進度そして評価方法

は，各教員が自主的に決めるという形態となっている．

一方，授業においては，ペア担当教員間の連携がな

く，教科書が異なり，学習目標・内容と進度・成績評

価・教育の質などにばらつきが大きい．その結果，教

育の質の保証が困難という問題がある．

こうした問題に対し，授業内容の統一化・標準化，

教育の質の保証と向上，効果的・効率的な教育を実現

するために，本学初修中国語教育では，ICTを活用し

た教育への改革を進めている．具体的には，本学の基

礎中国語のすべてのクラスにおいて，統一してBLを

導入する方針である．

BLとは，通常，対面授業とeラーニングを相互的

に組み合わせた学習形態を指し，双方の利点を活かし，
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効果的・効率的な学習が期待できる．そこで，本学の

基礎中国語の改革案として，週 2 コマの授業を 1 コマ

オンデマンド授業と 1 コマ対面授業という 2 段階学習

プロセスによるBLを導入する（図 1 ）．

具体的には，段階 1 では，まずオンデマンド授業動

画による学習，次にAI（人工知能）活用のスマホア

プリによる練習を行い，単語，文法，会話などを学習・

練習し，言語の効果的なインプットと定着を図る．段

階 2 は，対面授業によるアクティブラーニングを実施

し，言語の実践応用，確認テストとフィードバックな

どを行い，豊かなアウトプットを図る．

こうしたBLを導入することに伴い，本学開発の統

一教材を利用し，これまでの学習内容や教育の質のば

らつきを解決し，さらに，これまでの 2 冊の異なる教

科書によるペア授業に比べ，より豊かな学習内容，速

い学習進度，高い学習到達度を得ることが考えられる．

そこで，本学の初修中国語教育では，これまで一部

の授業でBLの実践で利用してきた教科書，スマホア

プリを見直し，令和 5 年度からの 2 段階学習プロセス

によるBLに向け，学習課を増やすとともに，教科書

の改訂（増課版），オンデマンド授業動画の開発，ス

マホアプリのリニューアルに取り組み，令和 4 年度末

に各開発を完成させる計画である．

本研究は，改訂版教科書である『KOTOTOMO プ

ラス（増課）』の開発を課題とするものである．ここで，

前著のBL用教科書『KOTOTOMO』の設計方針を踏

まえ，改訂版における新たに追加した 4 課の設計手法

を明らかにする．

本稿では，追加 4 課の学習目標，学習項目及び各課

の構成について報告する．なお，教科書の開発および，

オンデマンド授業の開発，スマホアプリのリニューア

ルについては，別稿に発表する予定である．

2 ．BL用教科書『KOTOTOMO プラス（増課）』
における追加 4 課の設計

2.1　前著の『KOTOTOMO』の概要
前著の『KOTOTOMO』は，中国の孔子学院総部

／国家漢辦によって作成された『国際漢語教学通用課

程大網』（以下『大網』）を参照し， 2 級を基準として

学習目標と学習項目を設計し，「発音編」（ 6 回分授業）

と12課構成の「本課編」（24回分授業）からなる．

本課編は，全体として542語ほどとなっており（趙

ほか 2017a），実践的コミュニケーション能力を育成

する観点から，日本の大学生に身近な12の話題を取り

上げ，学習者に学習内容との一体感を抱かせるように

工夫した．各課は，それぞれ 6 ページで，話題語彙か

ら始まり，会話，文法， 4 技能練習，確認問題，展開

活動 6 つの内容からなる（図 2 ）．

また，学習者に興味・関心を持たせるために，会話

部分では，キャンパスや学生寮などの日常場面を設定

し，新学期から始まり，教科書全体としてストーリー

性を持たせた．さらに，学びやすく教えやすい環境を

構築するために，理解力と運用力の向上を図る映像

DVD教材，授業外の自習を支援するためのスマート

フォン利用復習教材，教員用コンテンツとしての「授

業用パワーポイント資料」「評価用各課の小テスト及

びユニット試験が含まれた教授資料」など，複数の教

材を用意した．

これにより，学習者に対しては学習意欲を高め，自

習学習の促進，学習効果の向上が期待される学習環境

を提供すると同時に，担当教員に対しても，学習管理

をはじめBLの実施や授業の運営を支援している．
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2.2　追加 4 課の学習目標と学習項目
2.2.1　話題と学習到達目標

改訂版の『KOTOTOMO プラス（増課）』は，『大網』

の 2 級, 及び 2 〜 3 級中間を基準として作成する方針

である．追加 4 課では，主に『大網』 3 級を参照し，

学習目標と学習項目を設計する．

まず，話題の選定に関しては，学習者に話題との一

体感を抱かせるために，『大網』及び日本国際文化

フォーラムによる『外国語学習のめやす 2012』（2012）

が示す15の話題を参照し，「買い物」「文化」「科学技術」

「地球環境」という 4 つの話題を取り上げた．また，

学習到達目標（CAN-DO）は，話題に合わせて具体的

なコミュニケーションに繋がる内容とする（表 1 ）．

これにより，キャンパスストーリーの展開を図るとと

もに，実生活と関連する話題で学生に興味を持たせ，

中国語を楽しく学習することに繋がると期待される．

2.2.2　学習項目

（1） 文法項目

追加 4 課は，より豊かな学習内容と高い学習到達度

を得るために，主に『大網』 3 級の文法に照らし合わ

せ， 1 課あたり 4 項目に設定する．

また，前著では取り上げられていなかった『大網』

2 級の「助詞“地”」（趙ほか 2017a）とHSK試験に

よく出る『大網』 4 級の「方向補語」と「可能補語」

を取り上げた．さらに，学習事項の確実な定着を図る

ために，複雑な文法事項である「可能補語」を，構造

の違いにより，「結果補語」から派生したタイプ 1 と「方

向補語」から派生したタイプ 2 に分けて取り上げてい

る（表 2 ）．

そのほか，文法としてではなく，語彙として取り上

げられている『大網』 3 級に関連する 6 つの項目があ

る．追加 4 課は全体として，『大網』3 級の23項目（33.8%）

をカバーしている（表 3 ）．

これにより，改訂版教科書である『KOTOTOMO 

プラス（増課）』の文法事項は全体として120項目となっ

ており,『大網』2 級までの文法をほぼ網羅したうえで,

『大網』 3 級68項目のうち30項目（44.1%）をカバーし

ている（表 4 ）．

改訂版は一定程度難易度が上がる一方，学生が無理

なく中国語の学習に取り組めるようになることが期待

できる．
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2． 可能補語（1） 

3． 動詞“打算” 

4． 副詞“一共” 
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你知道“节

分”吗？ 
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什么？ 
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2. “把”の文 (処置文) 
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16 
你是花粉症

还是感冒？ 

1. 受身文 

2. 選択疑問文 

3. 複文“一…,就…” 

4. 複文“要是/如果…,就…” 

  

表表 3．．追追加加 4 課課のの文文法法項項目目数数  

－－『『大大綱綱』』3 級級ととのの比比較較  

  『大網』3 級 追加 4 課 

实词 16 4 

虚词 21 4 

句子成份、句

型和句类 
18 10 

复句 13 5 

合計 68 23 

  

表 1 ．話題と学習到達目標（追加 4 課）
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表 2 ．追加 4 課の文法
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表 3 ．追加 4 課の文法項目数
－『大綱』 3 級との比較
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（2） 語彙数

一方，追加 4 課の語彙数に関しては，会話など，読

解文以外の主要語彙は128語であり，読解文などの参

考補助語彙は87語で，合計215語の増加となっている

（表 5 ）．

また，語彙の選定に関しては，中国語でのコミュニ

ケーションをより円滑に豊かなものにするために，本

課の話題に応じて，デジタル時代に新しく生み出され

ている単語や母語話者が日常的によく使う四字熟語や

ユーモアにあふれる表現なども取り入れた．

以上により，『KOTOTOMO プラス（増課）』の語

彙数は，全体として790語となっており, そのうち,「語

彙」「会話」「文法」「★（話題関連語彙）」からなる主

要語彙数は535語であり, 4 つの技能練習で取り上げ

られた参考補助語彙数は255語となっている（表 6 ）． 

『大網』 2 級までの語彙をほぼ網羅したうえで，さ

らに『大網』3 級300語のうちの134語（44.7%）をカバー

している．前著の 2 級から 2 〜 3 級中間にアップする

ことになり，より高い学習効果が期待できる．

　

2.3　各課の内容構成
追加 4 課の各課では，前著の内容構成を踏まえつつ，

学習者に過度の負担を課さないように心がけながら,

学習者にとってはなじみのある話題や身近な話題を扱

い，学習内容を設計した（表 7 ）．

以下では，各課構成の詳細について，具体的に示し

ていく．

（1） 話題語彙（ 8 語）

各課において，まず，話題と学習到達目標（CAN-DO）

を提示し，前著の設計理念を一貫して学習内容の重要

性と有用性を可視化することを図っている．次に，視

覚効果を活かし，イメージしやすく，印象的かつ楽し

い雰囲気を醸し出すイラストを用いて話題に関する語

彙を導入する．原則は 8 語であるが，第16課では，イ

ラストに対応する話題語彙 8 語のほかに，聞き取り練

習用の参考補助として新たに 2 語を増加した．
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－－『『大大綱綱』』ととのの比比較較  

HSK_級数 1 級 2 級 3 級 合計 

『大網』 35 58 68 161 

改訂版 35 55 30 120 

カバー率 100% 94.8% 44.1% ―― 
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い雰囲気を醸し出すイラストを用いて話題に関する語

彙を導入する．原則は 8 語であるが，第 16 課では，イ

ラストに対応する話題語彙 8 語のほかに，聞き取り練

習用の参考補助として新たに 2 語を増加した． 

  

表表 5．．追追加加 4 課課のの語語彙彙数数  

課 

追加語彙 

合計 
話題 

関連

語 

会話 文法 聴解 
読解

など 

13 8 14 9 7 24 62 

14 8 16 0 5 27 56 

15 8 21 4 1 21 55 

16 10 13 3 1 15 42 

合計 34 64 16 14 87 215 

 

表表 6．．『『KOTOTOMO』』改改訂訂版版のの語語彙彙数数  

課 
語

彙 

会

話 

文

法 
★ 

聞

く 

話

す 

読

む 

書

く 

合

計 

発

音 
7 0 0 0 0 0 0 0 7 

1 8 20 2 1 5 0 4 0 40 

2 8 22 8 3 3 0 14 0 58 

3 9 15 3 5 6 0 3 0 41 

4 8 18 3 19 3 4 5 0 60 

5 8 12 6 0 6 0 6 0 38 

6 8 13 4 4 6 0 20 0 55 

7 8 17 6 0 1 0 11 0 43 

8 8 12 2 3 0 1 6 4 36 

9 10 14 5 5 7 0 2 0 43 

10 8 10 9 0 3 0 7 0 37 

11 8 13 5 7 4 0 16 0 53 

12 11 15 2 7 5 6 18 0 64 

13 8 14 9 9 7 0 15 0 62 

14 8 16 0 5 5 1 20 1 56 

15 8 21 4 4 1 4 11 2 55 

16 10 13 3 4 1 1 10 0 42 

合

計 
143 245 71 76 63 17 168 7 790 

  

表 4 ．『KOTOTOMO プラス（増課）』の文法項目数
－『大綱』との比較
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表表 4．．『『KOTOTOMO ププララスス（（増増課課））』』のの文文法法項項目目数数  

－－『『大大綱綱』』ととのの比比較較  

HSK_級数 1 級 2 級 3 級 合計 

『大網』 35 58 68 161 

改訂版 35 55 30 120 

カバー率 100% 94.8% 44.1% ―― 

 

(2) 語彙数 

 一方，追加 4 課の語彙数に関しては，会話など，読

解文以外の主要語彙は 128 語であり，読解文などの参

考補助語彙は 87 語で，合計 215 語の増加となってい

る（表 5）． 

 また，語彙の選定に関しては，中国語でのコミュニ

ケーションをより円滑に豊かなものにするために，本

課の話題に応じて，デジタル時代に新しく生み出され

ている単語や母語話者が日常的によく使う四字熟語や

ユーモアにあふれる表現なども取り入れた． 

 以上により，『KOTOTOMO プラス（増課）』の語

彙数は，全体として 790 語となっており, そのうち,

「語彙」「会話」「文法」「★(話題関連語彙)」からなる

主要語彙数は 535 語であり, 4 つの技能練習で取り上

げられた参考補助語彙数は255語となっている（表6）．  

『大網』2 級までの語彙をほぼ網羅したうえで，さ

らに『大網』3 級 300 語のうちの 134 語（44.7%）をカ

バーしている．前著の 2 級から 2〜3 級中間にアップ

することになり，より高い学習効果が期待できる． 

 

2.3  各各課課のの内内容容構構成成  

追加 4 課の各課では，前著の内容構成を踏まえつつ，

学習者に過度の負担を課さないように心がけながら,

学習者にとってはなじみのある話題や身近な話題を扱

い，学習内容を設計した（表 7）． 

以下では，各課構成の詳細について，具体的に示し

ていく． 

(1) 話題語彙（8 語） 

各課において，まず，話題と学習到達目標（CAN-DO）

を提示し，前著の設計理念を一貫して学習内容の重要

性と有用性を可視化することを図っている．次に，視

覚効果を活かし，イメージしやすく，印象的かつ楽し

い雰囲気を醸し出すイラストを用いて話題に関する語

彙を導入する．原則は 8 語であるが，第 16 課では，イ

ラストに対応する話題語彙 8 語のほかに，聞き取り練

習用の参考補助として新たに 2 語を増加した． 

  

表表 5．．追追加加 4 課課のの語語彙彙数数  

課 

追加語彙 

合計 
話題 

関連

語 

会話 文法 聴解 
読解

など 

13 8 14 9 7 24 62 

14 8 16 0 5 27 56 

15 8 21 4 1 21 55 

16 10 13 3 1 15 42 

合計 34 64 16 14 87 215 

 

表表 6．．『『KOTOTOMO』』改改訂訂版版のの語語彙彙数数  

課 
語

彙 

会

話 

文

法 
★ 

聞

く 

話

す 

読

む 

書

く 

合

計 

発

音 
7 0 0 0 0 0 0 0 7 

1 8 20 2 1 5 0 4 0 40 

2 8 22 8 3 3 0 14 0 58 

3 9 15 3 5 6 0 3 0 41 

4 8 18 3 19 3 4 5 0 60 

5 8 12 6 0 6 0 6 0 38 

6 8 13 4 4 6 0 20 0 55 

7 8 17 6 0 1 0 11 0 43 

8 8 12 2 3 0 1 6 4 36 

9 10 14 5 5 7 0 2 0 43 

10 8 10 9 0 3 0 7 0 37 

11 8 13 5 7 4 0 16 0 53 

12 11 15 2 7 5 6 18 0 64 

13 8 14 9 9 7 0 15 0 62 

14 8 16 0 5 5 1 20 1 56 

15 8 21 4 4 1 4 11 2 55 

16 10 13 3 4 1 1 10 0 42 

合

計 
143 245 71 76 63 17 168 7 790 

  

表 5 ．追加 4 課の語彙数
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表表 4．．『『KOTOTOMO ププララスス（（増増課課））』』のの文文法法項項目目数数  

－－『『大大綱綱』』ととのの比比較較  

HSK_級数 1 級 2 級 3 級 合計 

『大網』 35 58 68 161 

改訂版 35 55 30 120 

カバー率 100% 94.8% 44.1% ―― 

 

(2) 語彙数 

 一方，追加 4 課の語彙数に関しては，会話など，読

解文以外の主要語彙は 128 語であり，読解文などの参

考補助語彙は 87 語で，合計 215 語の増加となってい

る（表 5）． 

 また，語彙の選定に関しては，中国語でのコミュニ

ケーションをより円滑に豊かなものにするために，本

課の話題に応じて，デジタル時代に新しく生み出され

ている単語や母語話者が日常的によく使う四字熟語や

ユーモアにあふれる表現なども取り入れた． 

 以上により，『KOTOTOMO プラス（増課）』の語

彙数は，全体として 790 語となっており, そのうち,

「語彙」「会話」「文法」「★(話題関連語彙)」からなる

主要語彙数は 535 語であり, 4 つの技能練習で取り上

げられた参考補助語彙数は255語となっている（表6）．  

『大網』2 級までの語彙をほぼ網羅したうえで，さ

らに『大網』3 級 300 語のうちの 134 語（44.7%）をカ

バーしている．前著の 2 級から 2〜3 級中間にアップ

することになり，より高い学習効果が期待できる． 

 

2.3  各各課課のの内内容容構構成成  

追加 4 課の各課では，前著の内容構成を踏まえつつ，

学習者に過度の負担を課さないように心がけながら,

学習者にとってはなじみのある話題や身近な話題を扱

い，学習内容を設計した（表 7）． 

以下では，各課構成の詳細について，具体的に示し

ていく． 

(1) 話題語彙（8 語） 

各課において，まず，話題と学習到達目標（CAN-DO）

を提示し，前著の設計理念を一貫して学習内容の重要

性と有用性を可視化することを図っている．次に，視

覚効果を活かし，イメージしやすく，印象的かつ楽し

い雰囲気を醸し出すイラストを用いて話題に関する語

彙を導入する．原則は 8 語であるが，第 16 課では，イ

ラストに対応する話題語彙 8 語のほかに，聞き取り練

習用の参考補助として新たに 2 語を増加した． 

  

表表 5．．追追加加 4 課課のの語語彙彙数数  

課 

追加語彙 

合計 
話題 

関連

語 

会話 文法 聴解 
読解

など 

13 8 14 9 7 24 62 

14 8 16 0 5 27 56 

15 8 21 4 1 21 55 

16 10 13 3 1 15 42 

合計 34 64 16 14 87 215 

 

表表 6．．『『KOTOTOMO』』改改訂訂版版のの語語彙彙数数  

課 
語

彙 

会

話 

文

法 
★ 

聞

く 

話

す 

読

む 

書

く 

合

計 

発

音 
7 0 0 0 0 0 0 0 7 

1 8 20 2 1 5 0 4 0 40 

2 8 22 8 3 3 0 14 0 58 

3 9 15 3 5 6 0 3 0 41 

4 8 18 3 19 3 4 5 0 60 

5 8 12 6 0 6 0 6 0 38 

6 8 13 4 4 6 0 20 0 55 

7 8 17 6 0 1 0 11 0 43 

8 8 12 2 3 0 1 6 4 36 

9 10 14 5 5 7 0 2 0 43 

10 8 10 9 0 3 0 7 0 37 

11 8 13 5 7 4 0 16 0 53 

12 11 15 2 7 5 6 18 0 64 

13 8 14 9 9 7 0 15 0 62 

14 8 16 0 5 5 1 20 1 56 

15 8 21 4 4 1 4 11 2 55 

16 10 13 3 4 1 1 10 0 42 

合

計 
143 245 71 76 63 17 168 7 790 

  

表 6 ．『KOTOTOMO』改訂版の語彙数
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また，話題語彙の練習形式に関しては，前著との統

一感を出すために，各課では，同じく①「中国語でな

んといいますか」（イラストを通じて漢字とピンイン

を学習する形式），②「読みましょう」，③「聞いて書

きましょう」または「聞いて選びましょう」 3 つの練

習形式を取り入れた．シンプルなミニ会話を聞いて，

書き取る形式にするか，それとも選択する形式にする

かについては，本課の話題語彙の書きやすさと語句の

長さを総合的に考慮したうえで設計した．このような

練習を通して，新出語彙の意味内容をイメージ化しな

がら学習を進めていくことが期待できる．

（2） 会話（ 4 句× 3 ）

話題に関する 3 つのミニ会話は，長さを 2 往復 4 句

で設計し，学習者が自身のことについて応用しやすく

するための工夫ポイントである．また，臨場感あふれ

る場面を作り出すために，各会話の流れにそって，ミ

ニ会話の上に場面設定の詳細を提示し，学習者が会話

の展開を良く理解したうえで，擬似コミュニケーショ

ンにおける学習をスムーズに進められることが期待で

きる． 

（3） 文法（ 4 項目）

各課では，主に『大網』 3 級に照らし合わせ，難易

度の高い文法項目と比較的習得しやすい文法項目 2 つ

ずつを設計した．また，文法事項の設計方針について

は，前著の方針を受け継ぎ，複雑な説明を避け，構造

的に文型を提示するとともに，シンプルかつバリエー

ションの豊富な例文を添える．一方，「結果補語」や「方

向補語」のような理解が難しく，使いこなすことも難

しい文法事項については，よく使われているものを適

量に取り上げ，また抽象的な方向に対して矢印などの

記号の組み合わせを取り入れ，図表で示している．こ

れにより，複雑な文法事項の仕組みが一目瞭然となり，

要点がしっかりまとまっていることから，学習者の学

習意欲を高める効果が期待できる．

（4） 4 技能（各練習約 3 ～ 6 問）

ここでは， 4 技能の前半として聞く練習と話す練習

を行う．

まず，聞く練習の問題形式については，学習者に自

信をつけさせるために，イメージしやすいイラストに

よる出題，「○×」問題，聞いて当てはまるものを「✓」

する問題など，多様なタスクが設計されている．学習

者が飽きずに，着実に学習を取り込みやすいように工

夫した．

次に，話す練習では，既習事項を用いてペアやグルー

プによるコミュニケーション活動をよりスムーズに進

めていくために，「どのような場面での会話」である

かを明確に示し，簡単なモデル会話が提供されている．

さらに，効果的な中国語学習を図るために，「繰り返し」

効果を重視し，サイコロゲームなどを設計した．この

ように，ゲーム性を持たせて楽しく取り組むことによ

り，学習意欲を向上させることが期待できる．

読む練習では，学習内容への認識を深め，学習者が

普段出合うような身近な話題を取り上げたミニ読解文

が用意されている．また，学習者の読解力の育成を図

るために，適度なユーモアを交える表現や朗々として

調子が良い表現などを用いて読解文を設計した．

書く練習では，モデル文を参考にして話題に関する

体験談などを書いてまとめるタスクが設計されてい

る．出題の形式は前著の設計方針に従う一方，第15課

では，新たに「物知りクイズ」を取り入れ，学習事項

を楽しく学び，定着ができるように工夫した．
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表表 7．．各各課課のの構構成成  

頁 内容 形式（分量） 

1 
話題 

語彙 

意味確認→音読→応用練習 

（8 語） 

2 会話 会話（4 句×3 ） 

3 文法 文法事項の解釈（4 項目） 

4～5 4 技能 各練習約 3～6 問 

6 

確認 和文中訳（6 問） 

発展 

買い物やごみ出しで困っている 

体験談など身近な暮らしに関する 

話題をめぐるコミュニケーション 

活動 

 

また，話題語彙の練習形式に関しては，前著との統

一感を出すために，各課では，同じく①「中国語でな

んといいますか」（イラストを通じて漢字とピンインを

学習する形式），②「読みましょう」，③「聞いて書き

ましょう」または「聞いて選びましょう」3 つの練習

形式を取り入れた．シンプルなミニ会話を聞いて，書

き取る形式にするか，それとも選択する形式にするか

については、本課の話題語彙の書きやすさと語句の長

さを総合的に考慮したうえで設計した．このような練

習を通して，新出語彙の意味内容をイメージ化しなが

ら学習を進めていくことが期待できる． 

 

(2) 会話（4 句×3） 

 話題に関する 3 つのミニ会話は、長さを 2 往復 4 句

で設計し，学習者が自身のことについて応用しやすく

するための工夫ポイントである．また，臨場感あふれ

る場面を作り出すために，各会話の流れにそって，ミ

ニ会話の上に場面設定の詳細を提示し，学習者が会話

の展開を良く理解したうえで，擬似コミュニケーショ

ンにおける学習をスムーズに進められることが期待で

きる．  

 

(3) 文法（4 項目） 

各課では，主に『大網』3 級に照らし合わせ，難易度

の高い文法項目と比較的習得しやすい文法項目 2 つず

つを設計した．また，文法事項の設計方針については，

前著の方針を受け継ぎ，複雑な説明を避け，構造的に

文型を提示するとともに，シンプルかつバリエーショ

ンの豊富な例文を添える．一方，「結果補語」や「方向

補語」のような理解が難しく，使いこなすことも難し

い文法事項については，よく使われているものを適量

に取り上げ，また抽象的な方向に対して矢印などの記

号の組み合わせを取り入れ，図表で示している．これ

により，複雑な文法事項の仕組みが一目瞭然となり，

要点がしっかりまとまっていることから，学習者の学

習意欲を高める効果が期待できる． 

 

(4) 4 技能（各練習約 3～6 問） 

 ここでは， 4 技能の前半として聞く練習と話す練習

を行う． 

まず，聞く練習の問題形式については，学習者に自

信をつけさせるために，イメージしやすいイラストに

よる出題，「○×」問題，聞いて当てはまるものを「✓」

する問題など，多様なタスクが設計されている．学習

者が飽きずに，着実に学習を取り込みやすいように工

夫した． 

 次に，話す練習では，既習事項を用いてペアやグル

ープによるコミュニケーション活動をよりスムーズに

進めていくために，「どのような場面での会話」である

かを明確に示し，簡単なモデル会話が提供されている．

さらに，効果的な中国語学習を図るために，「繰り返し」

効果を重視し，サイコロゲームなどを設計した．この

ように，ゲーム性を持たせて楽しく取り組むことによ

り，学習意欲を向上させることが期待できる． 

 読む練習では，学習内容への認識を深め，学習者が

普段出合うような身近な話題を取り上げたミニ読解文

が用意されている．また，学習者の読解力の育成を図

るために，適度なユーモアを交える表現や朗々として

調子が良い表現などを用いて読解文を設計した． 

 書く練習では，モデル文を参考にして話題に関する

体験談などを書いてまとめるタスクが設計されている．

出題の形式は前著の設計方針に従う一方，第 15 課で

は，新たに「物知りクイズ」を取り入れ，学習事項を

楽しく学び、定着ができるように工夫した． 

 

(5) 確認問題（6 問） 

 ここでは，学習者が学習事項の理解度を確認するた

表 7 ．各課の構成
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（5） 確認問題（ 6 問）

ここでは，学習者が学習事項の理解度を確認するた

めに，前著の設計を一貫して，和文中訳の形式で 6 つ

の練習問題が設計されている．

（6） 発展学習

発展学習は，段階 2 の対面授業で行うコミュニケー

ション活動として設計されている．各課の書く練習と

関連づけられ，買い物やごみ出しで困っている体験談

など身近な暮らしに関する各課の話題に沿ってタスク

が用意されている．これにより，文法事項の応用力の

向上と語彙の定着がより期待できる．

3 ．まとめ
本学初修中国語教育では，授業内容の統一化・標準

化，教育の質保証と向上，効果的・効率的な教育を実

現するために， ICTを活用した教育への改革を進めて

おり，令和 5 年度からオンデマンド授業と対面授業を

相互に組み合わせたBLをスタートさせる方針であ

る．そのため，令和4年度は，教材開発として，BL用

教科書の改訂をはじめ，オンデマンド授業動画の開発，

定着練習用スマホアプリのリニューアルなどに取り組

ん で い る． 本 研 究 は， 改 訂 版 教 科 書 で あ る

『KOTOTOMO プラス（増課）』の開発を課題とする

もので，本稿では，改訂版における新たに追加した 4

課の設計手法を明らかにした．

追加 4 課では，前著の『KOTOTOMO』の設計方

針を踏まえ，「買い物」「文化」「科学技術」「地球環境」

という4つの話題を新たに取り上げ，キャンパスストー

リーを展開させながら，中国語を楽しく学習していく

ように設計されている．各課は，語彙 ⇒ 会話 ⇒ 文

法 ⇒ 4技能練習 ⇒ 確認問題 ⇒ 発展活動で一歩ずつ

学習を進め，豊かなアウトプット学習，高い到達度

（CAN-DO）を目指している．さらに，文法項目は『大

網』 3 級文法の 3 割以上を取り上げ，語彙も200語以

上増やした．これにより，学習到達度は，前著の 2 級

から 2 〜 3 級中間にアップし，より高い学習効果が期

待できる．

今後の課題としては，新たに開発したBL用教科書

『KOTOTOMO プラス（増課）』，およびオンデマン

ド授業動画，リニューアル版スマホアプリを用い，全

学の中国語クラスを対象とした大規模なBLの実践を

行い，実験検証を通して，設計手法有効性を明らかに

し，さらなる効果的・効率的な教育を目指す．
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